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１．学校評価総括

建学の理念 「誠実・明朗」 －心身ともに健康で、使命感を持つ、誠実な人間を育成する－

教育目標 １.能力を最大に伸ばす －学力向上の取り組みの充実－

２.豊かな人間性を育む －心を育む教育の推進－

目標とする人物像

１．明朗で知性溢れる人

２．不屈の精神を持って使命感を全うする人

３．自己を確立しつつ、社会性豊かな人

４．この世に生を受けた幸福を知る人

これまでの 本校は、建学の精神のもと、児童一人ひとりが自ら考えて行動すること、感謝の気持ちを持つこと、当た

成果と課題 り前のことを当たり前にすることが大切であると考えて教育に取り組み、一定の評価をいただいている。令

和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響が大きな一年間であった。普段の教育活動や学校行事にも

多くの制約がかかる中、宗教的情操教育を基軸としながら、宗教・道徳教育等、児童の心の教育には力を入

れ続けてきた。また、文部科学省が推進するGIGAスクール構想において、本校でも高速データ通信設備や１

人１台端末の整備を実現させ、日々の教育活動に有効利用できるようになった。本校が大事にしている、児

童一人ひとりの学力伸長に、いかにICT機器を活用していくかが今後の課題である。また、集団行動を実施

する機会が、新型コロナウイルス感染拡大の影響により随分減少してしまっており、現在の状況の中でも実

施ができる、規律を重んじた集団での取り組みを進めることも機を見て進めていきたい。ただし、一番に考

えなければならないのは新型コロナウイルス感染防止であり、今後も徹底した感染予防を続ける決意である。

本年度の重点目標 具体的目標 総合評価

確かな学力・豊かな心・健やかな １．知的好奇心に溢れ、主体的に学ぶ意 基礎学力の定着を第一と考え、毎日の課

体の調和のとれた子どもの育成 欲と態度の育成を通した、確かな学力 題に丁寧に取り組むよう指導する体制は

の向上 整っていると考えている。児童の実情に

２．友達とのつながりを大切にした、豊 応じた、きめ細やかな指導を大事にして

かで優しい人間性と社会性の育成 いきたい。特に、昨年度は１人１台端末

３．粘り強い気力・体力の養成と、望ま の整備が実現され、ICT機器を利用し児童

しい生活習慣の定着 が主体的に学びあう双方向授業の実現や、

アダプティブラーニングを進めている最中

である。また、宗教（道徳）の授業を通

して「感謝の心」「相互礼拝・相互扶助」

の精神や人としての基盤を養うための取

り組みは本校教育の根幹であり、今後も

しっかりと継続させたい。

教員の意識改革と授業改善 １．「わかる楽しさ、できる喜び」のあ 講義型からアクティブラーニングを意識

る授業作り した授業への転換を目指す中、新型コロ

２．人に優しく、誇り高い行動をしよう ナウイルス感染拡大の影響による休校

という意識の育成 や、共同活動に対する制約等もあり、講

３．子ども自身に考えさせる教育 義型の授業の機会が増えている。その中

で、ICT機器を利用した意見の共有等、

今できる形のアクティブラーニングを進

めていきたい。

教員組織の活性化 １．機能的な組織作り 校務分掌に沿って、教員が各々の仕事を

２．教員の相互理解と協働 分担し、機能的に日常の業務が運営され

る態勢が整いつつある。新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響により、研修の機会

が減少しているが、オンラインでの研修

等により、自己研鑽を積む機会を増やし

ていきたいと考えている。

入学志願者・入学者の安定確保 広報活動の充実 コロナ禍で活動が制限される中ではある

が、各説明会や体験会の充実、ウェブサ

イトによる情報発信等により、本校の魅

力を徹底的にアピールすることが必要で

あると考える。今後も入学志願者を増や

す不断の努力を継続する。



２．教育活動に関する評価（内部評価）

評価項目 具体的目標と方策 評価指標 評価結果

建学の理念に基づく 学校運営方針の策定 建学の精神に基づいた学校運営方針を策定し、それに則った教
Ａ

学校運営方針 育が行われている。

Ａ
教育目標 宗教的情操に基づき豊かな心を持つ教養人を育成している。 Ａ

児童の能力の最大開発のため誠心誠意教科指導している。 Ａ

教科指導 学習指導計画 年間教育計画に則った授業が行われている。 Ａ

学力養成 「わかる楽しさ、できる喜び」のある授業づくりを心掛け、確
Ａ Ａ

かな学力を養う授業が行われている。

家庭学習 各学年に応じた家庭学習が推進されている。 Ａ

総合的な学習の時間 総合的な学習の時間 総合的な学習の時間等に、里山等を用いて、教科横断的・総合
Ａ Ａ

の指導 の指導 的な課題解決学習が行われている。

英語教育 英語教育 会話重視の英語教育が行われている。 Ｂ Ｂ

ICT教育 ICT教育 タブレット端末を利用した学習が推進されている。 Ａ Ａ

特別活動 学校行事 学校、学年、学級行事に意欲的に推進している。 Ａ

Ａ
児童会・クラブ活動 児童会やクラブ活動で自主性を重んじた活動を推進している。

Ａ
の活性化

道徳（宗教）教育 道徳（宗教）教育 基本的な道徳的価値観や実践力の育成に取り組んでいる。 Ａ Ａ

人権教育 人権教育指導計画の 各学年に応じた目標と年間指導計画を作成し、それに基づいた
Ａ

立案と実施 授業が行われている。
Ａ

いじめ対策 学校いじめ防止基本方針をもとに、いじめの予防、早期発見、
Ａ

問題解決に組織的に取り組んでいる。

児童指導 生活指導 学校の決まりや生活目標が共通理解できている。 Ａ

規範意識、通学マナーの向上に取り組んでいる。 Ａ

Ａ
学年経営・学級経営 学年の教育目標や学級経営案を作成し、実行している。 Ａ

児童一人一人を我が子のように大切にした教育が行われている。
Ａ

進路指導 中学部進学 中学部進学に向けて高学年の児童や保護者に適切な情報を提供
Ｂ Ｂ

している。

評価は４段階 Ａ…できている Ｂ…ほぼできている Ｃ…あまりできていない Ｄ…できていない（要改善）

３．学校経営に関する評価（内部評価）

評価項目 具体的目標と方策 評価指標 評価結果

安全管理 通学時の安全管理 通学の安全管理のため、各児童の通学経路等を集約できている。 Ａ

施設設備の安全管理 校内の施設・設備の安全、維持管理がなされているとともに、
Ａ Ａ

と防災・避難訓練 防災・避難訓練を計画的に行っている。

関係諸機関との連携 不審者情報の共有等、関係機関との連絡をしている。 Ａ

保健管理 学校保健計画の立案 学校保健計画を作成し、そのスケジュールに従って健康診断や
Ａ

身体測定等を実施している。

健康増進・体力 運動への意欲・関心を高めて、児童の健康増進や体力づくりに
Ａ

Ａ
づくり 取り組んでいる。

関係諸機関との連携 保健所、学校医などとの連絡体制を整えている。 Ａ



評価項目 具体的目標と方策 評価指標 評価結果

家庭との連携 学校情報の発信 定期的に学校通信や学年通信、保護者会などで教育内容や計画
Ａ

を家庭に伝えている。

Ａ
家庭との連携 家庭との連絡や相談が必要に応じて適切に行われている。 Ａ

育友会の活性化 学校と育友会の結びつきを強化し、協力を得ている。 Ａ

組織運営 校務分掌等の連携 校務分掌ごとの話し合いがなされ、組織が機能している。 Ａ

主任者会議・職員 会議で話し合われたことが、教育活動や学校運営に生かされて
Ａ Ａ

会議 いる。

職場の人間関係 教職員相互の連絡が円滑で、意欲や力が発揮できている。 Ａ

情報管理 公文書・帳簿類の 公文書や帳簿が整理・保管され、遅滞なく公文書が処理されて
Ａ

保管・取り扱い いる。
Ａ

個人情報の保護、 個人情報がしっかり保護され、管理できている。
Ａ

管理

児童募集・広報 入試広報 計画的に入試広報活動を実施している。 Ａ
Ａ

募集広報 ホームページの更新や学校案内の配付を積極的に行っている。 Ａ

４．保護者による評価

大項目 質問事項
評価結果
（平均値）

建学の理念に基づく学校運営方針 建学の理念や教育目標にそった教育が行われている。 1.35

道徳（宗教）教育 あらゆる機会を通じて道徳心の育成を行っている。 1.25

教科指導 学ぶ意欲を引き出し、学力を身につけられるような授業が行われている。 1.45

生活指導 挨拶やマナーなどの基本的生活習慣の確立に関する指導が行われている。 1.35

いじめ問題 学校として、未然防止も含め、いじめ問題に真摯に取り組んでいる。 1.25

学校行事 学年行事や運動会・文化祭などの学校行事が積極的に行われている。 1.40

施設・設備 学校の施設や設備は整備されている。 1.55

教育相談 悩みや困ったことについて、本校の教員に気軽に相談できる。 1.25

家庭との連絡 家庭への連絡や情報提供を積極的に実施している。 1.30

学校生活 お子さんの学校生活は充実している。 1.40

評価は４段階 １…できている ２…ほぼできている ３…あまりできていない ４…できていない（要改善）

※上記の「保護者による評価」は令和２年度育友会役員、実行委員の皆様にお願いして評価していただきました。


